
  

 

 

 

 

 
【速報】パプアニューギニア地滑り：2,000 人以上が生き埋
めか、難航する救助活動 
 

南太平洋のパプアニューギニアの中部エンガ州で 2024年５月 24日午前３時ごろ、大

規模な地滑りが発生しました。エンガ州は、首都ポートモレスビーから北西に 600キロ

ほど離れた山間部に位置します。 

 

 パプアニューギニア国家災害センターによると、この地滑りで 2,000人以上が生き埋

めになったとされています（５月 27日時点）。 

一刻も早い救助活動が求められますが、道路が寸断しており被災地域に重機や救援物

資の搬入を行うことが困難であること、小規模の地滑りが多発しており住民の更なる避

難も必要であること、被災地域周辺で部族同士の争いも起きていること等から、救助活

動は非常に困難を極めています。 

 

 首都ポートモレスビーでは、現地で活動する赤十字（パプアニューギニア赤十字社、

オーストラリア赤十字社、赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟）が会合を開

きました。今後も、当局やパプアニューギニア国家災害センターとも調整しながら支援

について検討していきます。 

被災地から 150 キロほど離れたところにあるパプアニューギニア赤十字社マウント

ハーゲン支部には、1,000 個の飲料水容器や毛布、200 個のバケツやソーラーライトな

どの救援物資が備蓄されており、安全が確保され次第、救援物資の配付を行う準備をし

ています。 

 

 日本赤十字社も、国際赤十字・赤新月社連盟アジア・大洋州事務所などを通じて情報

収集に努めています。今後も現地からの要請に応じて支援を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本赤十字社 国際部 

東京都港区芝大門 1-1-3 TEL 03-3437-7087 / FAX 03-6679-0785 

E-mail:kokusai@jrc.or.jp  https://www.jrc.or.jp/ 

2024 年 第 24 号 2024 月５月 28 日 

（ 通巻 第 1667 号 ） 赤十字国際ニュース 

 

 

メールマガジン『赤十字国際ニュース』 

 赤十字が世界中で行っている人道支援活動の最前線と、 

それをとりまく最新ニュースをメールでお届けします。 

 メールマガジンへの登録は、左の画像をクリックして 

いただくか、QRコードを読み込んでいただいた先の登録 

フォームからお願いいたします。 

パプアニューギニア赤の広報官と国際

赤十字・赤新月社連盟代表部の五十嵐

代表がインタビュー対応（CGTN Global 

Watch より 画像からリンクに飛べま

す） 

mailto:kokusai@jrc.or.jp
https://ek21.asp.cuenote.jp/mypage/regist/TbRbbRRgT33TRbYgn&linksource=pdf
https://www.youtube.com/watch?v=5qM3Rb5Ad2k

